
□ 事業内容
学校施設建設整備基金への積立て

• 学校を快適な教育環境とするため、校舎の内装木質化に活用するた
めの基金を積み立てました。

 文京区では、文京区地球温暖化対策地域推進計画（令和２年３月策定）におけるアクションプランの中で、「区の率先行動」の一つと
して、区有施設への環境に配慮した資材等の活用を進めるとし、区有施設に木材を利用することで、二酸化炭素の排出量削減を推進し
ています。

 令和２年度収入分については、今後の学校施設整備における内装木質化に活用するため学校施設建設整備基金に積み立てました。

東京都 文京区（学校施設建設整備基金への積立て）木材利用

①令和２年度歳入額 18,264千円

②私有林人工林面積（※１） 0.00 ha

③林野率（※２） 0.00 ％

④人口（※３） 219,724人

⑤林業就業者数（※４） ６ 人

（礫川小学校の廊下）

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３，４：「H27年国勢調査」より

□ 基礎データ

□ 事業実績

【事 業 費】18,264千円

（森林環境譲与税全額を基金へ積立て）

□ 工夫・留意した点

• 令和２年度における学校施設整備事業として、前年度と同
様、区立小学校の内装木質化に譲与税を活用する予定でし
たが、感染症の影響により事業に遅れが生じ、令和３年度
に繰越しとなったため、今後の区有施設の整備に木材を利
用する場合に活用することができるよう、学校施設整備の
ための基金に積み立てました。


